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「SNS東京ノート」授業レポート本書の使い方・内容一覧

三つの方針

１．「授業で使える」 カード教材
２．「トラブル事例を伝える」「危険を伝える」から「考えさせる」へ
３．「日常のモラル」から「情報の活用」まで発達段階を踏まえた構成

カード教材の使い方

・綴込みの教材を切り取って使います。
・3～5人のグループとなり、授業内容に沿って、自分が選んだカードをグループの全員に見えるように提示します。 

 その際、掛け声を掛けるなど、一斉にカードを出すようにすると効果的です。
・そのカードを選んだ理由を共有します。
・カードは無くさないように、裏表紙に封筒を貼るなど、工夫して保管してください。

指導のポイント

　実際のコミュニケーションでは、トラブルがつきものです。もし、コミュニケーションのトラブルが起きてし
まったら、そのトラブルをそれ以上大きくしないためにどのように対応したらよいかを考える必要があります。
　こうしたトラブルへの対応には、「一つの答え」があるわけではありません。クラスの中で、上手なネットコ
ミュニケーションの在り方についての最適解を児童・生徒と一緒に検討してみてください。

SNSノート・情報モラル編

内容一覧

本編ページ 内容
小学校

中学校 高等学校 保護者
低学年 中学年 高学年

3 生活を見直そう　 ●
4,5 使いすぎていないかな① ●
6,7 使いすぎていないかな② ●
8 友だちのまね ●
9 るすばんをしていたときのできごと ●

10 ゲームソフトのかしかり ● ●
11,12 自分と相手とのちがい① ●
13,14 使いすぎていないかな③ ●

15 ゲームの中の友だち ● ●
16 写真を送ってと言われたら ● ●

17,18 これって悪口？ ● ●
19 SNSからわかることは ● ●
20 マンガをSNSにアップすると ● ●
21 夜遅くまでのグループトーク ● ●

22,23 写真を公開する前に ● ● ●
24,25 自分と相手とのちがい② ● ● ●

26 SNSで売ったり買ったり ● ●
27 新しいアプリについて考えてみよう ● ●

28,29 こんなつもりじゃなかったのに ● ●
30,31 災害時のSNS活用 ●
32,33 ネットで体験した嫌なこと ●
34,35 カード教材をつくってみよう ●
36-40 保護者のみなさまへ ●
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「SNS東京ノート」授業レポート本書の使い方・内容一覧

　「ＳＮＳノート」は、東京都教育委員会とLINE株式会社
との共同研究による成果物「ＳＮＳ東京ノート」をベース
に作成されたものです。東京都では、公立高校の全児童・
生徒向けにＳＮＳ東京ノートが配布され、活用されていま
す。
　ここでは、ＳＮＳ東京ノートを活用している小学校の校
長と教諭にお話を伺いました。

「私の宣言書」という「SNS家庭ルール」を家族で話し合
って作成することを宿題にしています。1学期に授業を行
うことは、そのための導入として重要です。その上で、夏
休み明けの９月を「湯島小eルール推進月間」として、家
庭で話し合う機会を再度設定し取組を評価することによっ
て、子供も保護者も当事者意識をしっかりもってもらおう
と考えています。
　秋以降の授業は、各学年の実態に応じて、学校公開等で
行うことにより、学習の様子を多くの保護者に見てもらえ
るよう工夫をしています。
　アンケート調査からは、２年間の取組を通して、児童だ
けでなく保護者の意識も変わってきていることが明らかに
なりました。毎年、実践を積み重ね、継続していきます。

湯島小学校では、現在、「SNS東京ノート」をど
のように活用されていますか？

　文京区立湯島小学校では、年間指導計画に基づいて情報
モラル教育を進めています。その際、主たる教材として
活用をしているのが「SNS東京ノート」です。全学年で必
ず、夏休みまでに１回、９月以降２回程度、「SNS東京ノ
ート」を用いた授業を行うことにしています。夏休みには

文京区立湯島小学校

湯島小学校概要

住所：文京区湯島2-28-14
設立：1871年
児童数：319人（平成29年5月1日現在）

文京区が実施する平成26・27年度「タブレット端末
を活用したICT教育モデル事業」、平成28年度「東京
都教育委員会情報モラル推進校」の指定校。
これまで「子供が自ら考え、判断し、表現する力の
育成～ICTを活用した授業デザイン『湯島モデル』を
通して～」をテーマに研究に取り組んでいる。

Q1

文京区立湯島小学校

原香織　校長
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なかなか時間が取れないという声も聞きますが、
「SNS東京ノート」を、どの時間で実施されてい
ますか？

　各学年で、道徳、学級活動、総合的な学習の時間等におい
て、情報モラルに関連する内容・場面を見いだし、「SNS東
京ノート」を活用した指導を位置付けています。カード教材
などが用意されているので、児童が主体的に学び、考えを深
める授業が行いやすいと思います。また、カード教材は、朝
学習などの短時間でも、人によって感じ方や思いが違うこと
について相互に確かめ合う活動ができ、友達同士の関わり方
を学ぶ学習にも活用できると感じています。

学校だけでなく、家庭との連携も重要だと思いま
すが、「SNS東京ノート」を活用して、どのよう
に取り組まれていますか？

　本校では、二通りの使い方で保護者との連携を図ってい
ます。一つは、授業で児童が記入したノートを持ち帰ら
せ、保護者からコメントをもらった上で、担任からもコメ
ントを書き込むという取組です。連絡帳のように双方向に
やり取りをすることによって、学校と家庭とが連携した取
組になると考えています。保護者のコメントは学級全体の
参考になる内容もあり、後日紹介したこともあります。
　もう一つは、学校公開の機会を利用して、保護者参加型
の授業を行ったことです。子供たちと一緒にカードを使っ
た学習に参加してもらい、子供たちの意識の違いを認識し
たり、保護者の立場から子供たちへの思いを伝えたりと、
相互の学びを深め合うことができたと考えています。

「スマホ等を学校に持ち込ませないから、情報モ
ラルを学校で教えなくてもよい」という考えもあ
ると聞きますが、どうお考えですか？

　子供たちを主体として考えていく必要があると思いま
す。これからの社会を生きていく子供たちには、情報の特
性だけでなく、情報モラル（情報を適切に活用するための
基になる考え方や態度）を確実に身に付けていく必要があ
ります。どのように考え行動するかという根本の部分は、
これまでも学校は様々な機会をとらえて家庭や地域、関係
機関等と連携を図りながら指導をしてきています。こうい
った指導と関連付けながら子供たちの実態に即して情報モ
ラルを指導していく必要があると考えています。
　また、東京都教育委員会が実施した「平成28年度児童・
生徒のインターネット利用状況調査」では、インターネッ
ト利用時のルールやマナーは、学校で教えてもらった割合
と家族から教えてもらった割合がほとんどであることから
も、学校と家庭が一体となって取り組んでいくことが一層
重要だと考えています。

「SNS東京ノート」授業レポート

Q2

Q3

Q4

「小学生がインターネット利用時のルールやマナーを学ぶ機会」
出典：平成28年度児童・生徒のインターネット利用状況調査

カード教材は、 

朝学習などの短時間でも活動ができる

学校と家族から教えてもらうのがほとんど 

それぞれが一体となって取り組むことが重要

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他

自分で調べた

新聞やテレビで
知った

友達から
教えてもらった

家族から
教えてもらった

学校で
教えてもらった

4.6%

7.6%

19.6%

14.5%

12.0%

51.3%

47.6%

n=1,226
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普段から情報モラルの授業をされている藤田先生
ですが、実際の授業で、「SNS東京ノート」をど
のように活用されていますか？

　年間指導計画を立て、各学期１回、「SNS東京ノート」
を活用しています。その際、低・中・高の学年主任で打ち
合わせをして、６つの事例を３つずつに分け、担任が変わ
っても指導内容が重複しないようにしています。
　今年度は、７月（夏休み前）、９月（夏休み明け）、２
月（振り返り）の計３回を計画しました。子供たちが自由
にパソコンやスマホに触れる時期の前に、子供同士でじっ
くりと話し合わせ、よりよい使い方について考えさせるよ
うにしています。また、使った日に持ち帰らせ、保護者の
コメントをもらってから提出させています。

「SNS東京ノート」の上手な活用のポイントなど
があれば、教えてください。

　本校では、基本的に１単位時間を使って「SNS東京ノー
ト」を活用しています。主に道徳の時間で活用することが
多いですが、総合的な学習の時間では、インターネット上
で学校外の人と交流をしたり、情報を発信したりする場面
で、「SNS東京ノート」から必要な部分を取り出して指導
することがあります。
　また、「SNS東京ノート」を活用して２年目となります
が、各学期に１回の実施だけでも、子供たちの変容が見
られ、かなりの成果につながっていると感じています。
「SNS東京ノート」は見れば分かる構成になっているの
で、紙面通りに展開するだけで考えさせたい内容が深めら
れ、授業準備も楽です。
　「SNS東京ノート」を活用する方法として、カード教材
の部分だけを取り出して活用するのもありだと思います。
１５分ぐらいでの短い時間でも、嫌だと感じる言葉が人に
よって違うことや同じ言葉であっても、理由が違うことな
どを十分に理解させることができます。

「SNS東京ノート」を活用した授業での、子供た
ちの反応はどうでしたか？

　カードを使った話合いでは、みんなの前で発言するハー
ドルが下がり、グループや学級での話合いが盛り上がりま
す。友達と選んだカードが違うことで、なぜ違うのかを一
生懸命伝え合っています。考え方の類似や相違などについ
て、実際の経験と結び付けて説明するなど、自分の考え方
を分かってもらおうとする子が多いです。
　また、グループで話し合う場面では、教科学習とは違
い、発言力や既習事項の差などにあまり関係なく、フラッ
トな関係で自分の感じたことを伝え合えるので、笑顔で楽
しそうに話し合っています。

保護者も交えての活用もされたそうですが、保護
者の反応はどうでしたか？

　保護者のアンケートからは、以下のような回答がありました。
①「SNS東京ノート」に保護者が記入するために親子で話

し合わなければならなかったため、その後、教材以外で
も話すようになり、家庭内の会話が増えた。

②子供と一緒に考えたことにより、子供の意識が変わり、
一方的な制約ではなくなった。

③子供が自らルールを作るようになり、親は注意ではなく
応援する立場になった。

④学校公開で参加した親子情報モラル教室では、一緒に話合
いに加わったので、自分の子供だけでなく、その友達が
どんなことを考えているのか知るよい機会になった。

「SNS東京ノート」授業レポート

湯島小学校では、保護者を交えた活動も行った。

Q1

Q3

Q2

Q4

カードを使った話合いは、

みんなの前で発言するハードルが下がり、

グループや学級での話合いが盛り上がる

各学期に1回の実施だけでも成果が見られた

文京区立湯島小学校

藤田 寛樹 先生
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　ここでは、2017 年に、東京都の情報教育推進校等の教員
と児童 ・生徒を対象に実施した 「SNS 東京ノート」効果測
定およびネット利用実態把握調査で得られた知見の概要につ
いて述べます。まず、ネット利用実態把握調査では、特徴と
して以下の4 点が挙げられます。
 
① 小1-3 の36%、小4-6 の55%、中学生の80％、高校生の

98％が、スマホを 「自分のものとして」持っている。
② 小1-3 の17%、小4-6 の26%、中学生の56％、高校生の

70％が、ネットを 「2 時間以上」利用している。
③ 小4-6 の74% が、家庭で 「インターネット ・ゲーム利用

に関するルール」を決めているが、中学生では54％、高
校生では25％まで下がってしまう。

④ 「インターネット上でイヤなことをされた」と回答した中
で、中学生が約9％と最も多い。

 　こうした結果を踏まえると、80％がスマホを保有し、長
時間利用やトラブルなどが顕在化しやすい中学生への情報モ
ラル教育が依然として重要であること、さらに、小学校4-6
年生の過半数が自分のスマホを所有していることから、トラ
ブルを予防するという意味でも小学校からの段階的な情報モ
ラル教育が重要であることが示唆されます。

 　つぎに、 2016 年に開発したSNS 東京ノートの効果では、
特徴として以下の4 点が挙げられます。
 
① SNS 東京ノートについて、85％の教員が 「情報モラル教

育として適切である」と評価し、74％の教員が 「授業で
使いやすい教材である」と評価している。

② SNS 東京ノートを使用した授業について、小1-3 の82％、
小4-6 の84％、中学生の72％、高校生の60％が、「参加
しやすい」と評価し、小1-3 の84％、小4-6 の86％、中
学生の80％、高校生の67％が、「わかりやすい」と評価
している。

③ SNS 東京ノートを使用した授業を受講した児童 ・生徒の
うち、「新しい気づき」があった児童 ・生徒は、ネット
の特性についての気づきが高く、ルールづくりやルールの
遵守状況がよい。

④ SNS 東京ノートを使用した授業を受講した児童 ・生徒が
増えるにつれて、ネットトラブルの経験率が低下してい
る。

「SNS東京ノート」効果測定およびネット利用実態把握調査

小1-3 36 37 26(n=1174)

小4-6 55 20 25(n=1121)

中学生 80 5 14(n=1204)

高校生 98 2(n=2433)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ケータイ/スマホ保有状況
自分のものとして持っている 家族のものとして持っている 持っていない

2.3

8.9

6.1

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

小 4 -6 (n=834)

中学生 (n=808)

高校生 (n=1685)

④今年の4月以降、知り合いからネット上でされたこと
　どれかひとつでもあてはまった割合(%)

20

18

18

15

22

61

63

58

54

63

18

17

23

29

14

1

2

1

2

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SNS東京ノートを使用した授業
は、子供たちの話し合い活動が活
発になる(n=147)

SNS東京ノートを使用した授業
で、子供たちは新たな気づきが得
られる(n=147)

SNS東京ノートを使用した授業
は、子供たちに当事者意識が生ま
れる(n=147)

SNS東京ノートを使用した授業
は、主体的・対話的で深い学びに
つながる(n=147)

総合的にみて、SNS東京ノート
を使用した授業は、情報モラル教
育として適切だ(n=147)

①SNS東京ノートを使用した授業の評価
とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない

小1-3

小4-6

中学生

高校生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30 34 18 8 323

45 30 14 633

20 24 24 17 8 8

11 19 22 21 11 16

(n=1154)

(n=1100)

(n=1192)

(n=2441)

使わない 30分くらい 1時間くらい 2時間くらい 3時間くらい 4時間くらい 5時間以上

②平日のネット/ゲーム利用時間

72 13 15

74 13 13

54 27 20

25 60 15

(n=1174)

(n=1117)

(n=1195)

(n=2435)

③家庭におけるネット/ゲーム利用に関するルールの有無
家族と決めたルールがある 家族と決めたルールはない わからない

小1-3

小4-6

中学生

高校生

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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「SNS東京ノート」効果測定

　SNS 東京ノートは、情報モラル教育の教材として、教
員にとっても児童 ・生徒にとっても効果的な教材である
と言えます。受講した児童 ・生徒のうち、「新しい気
づき」があった児童 ・生徒は、ネットの特性についての
気づきが高いことやルールづくりや遵守状況がよいこと
も特質すべき点です。さらに、第1 回調査 （2017 年7
月）に比べて、第2 回調査 （2017 年11 月～12 月）の
方がネットトラブルの経験率が低下している （小4-6 で
は2.3％→1.9％、中学生では8.9％→8.4％、高校生では
6.1％→4.8％）ことが明らかとなりました。時期特有の
トラブルなどには考慮しなければならないもののSNS 東
京ノートによる情報モラル授業を受講した児童 ・生徒が
増えるにつれて、ネットトラブルの経験率が低下してい
ることが示唆されたことは、本調査の大きな特徴です。

　今後の課題としては、SNS 東京ノートを活用した授業
の実施率の低さ （実施率35％）が挙げられます。今後、
「学期に1 回」を合い言葉として、体育館一斉型の 「伝
え、怖がらせる情報モラル教育」から、教室での 「考
え、議論する情報モラル教育」への転換に期待したいで
す。

「SNS東京ノート」効果測定およびネット利用実態把握調査

小1-3

小4-6

中学生

高校生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47 35 13 5

37 47 13 3

26 46 22 7

23 37 26 14

(n=1102)

(n=1041)

(n=749)

(n=1189)

とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない

②SNS東京ノートの授業では積極的に参加できたか

小1-3

小4-6

中学生

高校生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない

56 28 11 5

53 33 11 3

35 45 12 7

25 42 20 13

(n=1105)

(n=1047)

(n=746)

(n=1196)

②SNS東京ノートはわかりやすかったか

54

59

43

51

54

32

33

37

25

42

44

33

40

38

44

44

42

58

52

50

53

42

41

56

4

3

7

5

4

10

13

10

22

14

15

8

2

1

6

2

3

2

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=801)

(n=555)

(n=206)

(n=795)

(n=653)

(n=115)

(n=529)

(n=300)

(n=85)

(n=437)

(n=219)

(n=106)

小学校(小1-3)

受講した&気づきあり

受講した&気づきなし

受講した&気づきあり

受講した&気づきなし

受講した&気づきあり

受講した&気づきなし

受講した&気づきあり

受講した&気づきなし

小学校(小4-6)

中学校

高校

③家庭におけるネット/ゲーム利用のルール遵守状況
よく守っている まあまあ守っている あまり守っていない まったく守っていない

12%

2.3

8.9

6.1

1.9

8.4

4.8

0% 2% 4% 6% 8% 10%

小 4 -6 
(n=834)

(n=826)

中学生

第１回

第２回

第１回

第２回

第１回

第２回

(n=808)

(n=884)

高校生
(n=1685)

(n=1771)

④今年の4月以降/夏休み以降、知り合いからネット上
　でされたこと
　どれかひとつでもあてはまった割合(%)

SNS東京ノート」効果測定およびネット利用実態把握調査

（2018年9月）

https://linecorp.com/ja/csr/newslist/ja/2018/189
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青少年のネット利用実態把握を目的とした調査

ネット利用のルール *2

11 %

60 %

30%
保護者が決めた

自分で決めた 話し合った

ルールの決め方

家庭内で

高い割合で

保護者主導で
決めている

46 %

51 %

39%

6 %

5 %

3 %

5 %

1 %

4 %

5 %

2 %

保護者が決めた

自分で決めた

家庭内で 話し合った

42 %

34 %

53%

7 %

ルールを守っている だいたい守っている

どちらとも
いえない

あまり
守っていない

守っていない

保護者主導よりも

子どもとの関わり
が良い影響

ルールの有無

12 %

64 %

25%
決めている

決めていない

わからない

64％が
ルールを決めて

いない

ルールの決め方と遵守の関係 *2

（1位を3点、2位を2点、3位を1点として加算し、総数中の割合で集計）

実際に体験している

ことと体験していないけど

嫌だと感じることには

大きな
ギャップ

されたら嫌だと感じること実際に体験した嫌なこと

ネットで実際に体験した嫌なこと
嫌だと感じること *2

グループ外し

2% 5%

知らない人からの「会いたい」

4% 6%

ブロック

6% 7%

誤解

2% 1%

長時間のトーク・グループトーク

4% 3%

既読無視・未読スルーをして相手から文句を言われた

2% 1%

深夜のトーク・グループトーク

5% 3%

グループ内で自分の悪口を言われた

2% 8%

嘘を広められた

4% 15%

写真を勝手につかわれた

7% 11%

LINE 上で自分の知られたくない情報が流された

2% 10%

入っていないグループ内で自分の悪口を言われた

3% 12%

知らない人から「友達追加」

4%19%

スタンプ連打

3%10%

未読スルー

4%9%

話の最中にスマホや携帯を触っていた

4%10%

既読無視

5%11%

問題経験率

問題経験率

春学期・秋学期の情報リテラシー
教育経験と秋学期での問題経験率 *1

春学期の情報リテラシー教育経験
と問題経験率 *1

春

春

秋

18%

12%教育あり

教育なし

教育あり 教育あり

8%

教育あり 教育なし

12%

教育あり教育なし

9%

教育なし教育なし

12%

継続的な
教育が
効果的

問題削減
に効果あり

平成28年度、平静29年度に神奈川県教育委員会、東京都教育委員会のご協力のもと、神奈川県の高校生および東京都の高校
生・中学生・小学生への調査を実施いたしました。下のグラフはその調査結果の一部をインフォグラフィック化したものです。

「青少年のネット利用実態把握を目的とした調査 平成28年度最終報告書」*１
　https://linecorp.com/ja/csr/newslist/ja/2017/103
「青少年のネット利用実態把握を目的とした調査　平成29年度最終報告書」*２
　https://linecorp.com/ja/csr/newslist/ja/2018/156

青少年のネット利用実態把握を目的とした調査



9（1位を3点、2位を2点、3位を1点として加算し、総数中の割合で集計）

実際に体験している

ことと体験していないけど

嫌だと感じることには

大きな
ギャップ

されたら嫌だと感じること実際に体験した嫌なこと

ネットで実際に体験した嫌なこと
嫌だと感じること *2

グループ外し

2% 5%

知らない人からの「会いたい」

4% 6%

ブロック

6% 7%

誤解

2% 1%

長時間のトーク・グループトーク

4% 3%

既読無視・未読スルーをして相手から文句を言われた

2% 1%

深夜のトーク・グループトーク

5% 3%

グループ内で自分の悪口を言われた

2% 8%

嘘を広められた

4% 15%

写真を勝手につかわれた

7% 11%

LINE 上で自分の知られたくない情報が流された

2% 10%

入っていないグループ内で自分の悪口を言われた

3% 12%

知らない人から「友達追加」

4%19%

スタンプ連打

3%10%

未読スルー

4%9%

話の最中にスマホや携帯を触っていた

4%10%

既読無視

5%11%

問題経験率

問題経験率

春学期・秋学期の情報リテラシー
教育経験と秋学期での問題経験率 *1

春学期の情報リテラシー教育経験
と問題経験率 *1

春

春

秋

18%

12%教育あり

教育なし

教育あり 教育あり

8%

教育あり 教育なし

12%

教育あり教育なし

9%

教育なし教育なし

12%

継続的な
教育が
効果的

問題削減
に効果あり

青少年のネット利用実態把握を目的とした調査
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

モデル指導案：使いすぎていないかな ①

時間 準備物等学習活動

5分

15分

20分

5分

授業の流れ (45分)

1．導入

◯実物投影機等で、イラ 
ストを大きく映し出す。

・イラストを見ながら、状況について確認する。

・クラスで意見を共有する。　

・クラスで意見を共有する。
・「自分の使い方はどうかな」と自らの生活を振り返る。

・3～5名のグループとなり、カード教材を準備する。

・カードの中から1枚を選んで、グループの全員が見えるよう
に提示する。

・グループ内で理由を説明する。

・気付いたことを記入し、発表する。

◯カードをしまう封筒等

◯カード教材

・児童のゲームやネットの利用状況について確認する。

授業のねらい
・時間に着目して、ゲームやネットの「使いすぎ」について考える。
・友達と比較することで、「自分も使いすぎているかもしれない」という自覚を促す。

対象：小学校低学年

2．イラストから考えよう

3．カードで学ぼう

・今日の授業で学んだことを記入する。
・家庭に持ち帰り、保護者に今日の授業で学んだことを伝え、

「家庭から」の欄に記入してもらうよう伝える。

4．まとめ

小
学

校
低

学
年

ふきだしに入る言葉を入れましょう。

どこを直したらよいでしょうか。

どんなことに気が付きましたか。

平日、ゲームやインターネットを何時間使っていたら「使い
すぎ」だと思いますか。
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

小
学

校
中

学
年

・3～5名のグループとなり、カード教材を準備する。

・5枚のカードを、使いすぎだと思う順に並べ、グループの全
員が見えるように提示する。

・グループで理由を説明する。
・クラスで意見を共有し、理由を発表する。

モデル指導案：使いすぎていないかな ③

時間 準備物等学習活動

10分

20分

10分

5分

授業の流れ (45分)

1．イラストから学ぼう ◯実物投影機等で、イラ 
ストを大きく映し出す。

・イラストを見ながら、状況について確認する。

・クラスで意見を共有する。　
・自分のこれまでの経験を踏まえ、どんなトラブルが生じる可

能性があるか、どのような行動が適切かを話し合う。

◯カード教材

◯カードをしまう封筒等

授業のねらい
・主人公の行動に着目して、ゲームやネットの「使いすぎ」や「適切な行動」について考える。
・使いすぎないための家庭のルールについて考える。

対象：小学校中学年

2．カードで学ぼう

3．使いすぎないためには

・今日の授業で学んだことを記入する。
・家庭に持ち帰り、保護者に今日の授業で学んだことを伝え、

「家庭から」の欄に記入してもらうよう伝える。

4．まとめ

あなたがたかしさんならどうしますか。

「この人、ネットやゲームを使いすぎだなぁ」と思う順にカ
ードを並べてみましょう。

一番使いすぎだと感じるカードを選んだ理由、一番使いすぎ
ではないと感じるカードを選んだ理由を書きましょう。

ネットやゲームを使いすぎないためには、どんなルールがあ
るとよいでしょうか。

・家庭でどんなルールがあるとよいかを考え、発表する。
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

モデル指導案：自分と相手とのちがい ②

・3～5名のグループとなり、カード教材を準備する。

・カードの中から1枚を選んで、グループの全員が見えるよう
に提示する。

・グループで理由を説明する。

・クラスで共有し、気が付いたことを発表する。
・ネットの特性を読み上げ、「まじめだね」の文字だけで伝え

た場合と、顔を見ながら伝えた場合の伝わり方の違いについ
て考えを書き、説明する。

時間 準備物等学習活動

20分

5分

授業の流れ (45分)

◯カード教材

授業のねらい
・同じ言葉でも、人によって感じ方が違う言葉があることに気付く。
・文字だけで伝えると、感情が伝わらないので、誤解されやすいことに気付く。

対象：小学校高学年・中学校・高校

1．カードで学ぼう①

・今日の授業で学んだことを記入する。
・家庭に持ち帰り、保護者に今日の授業で学んだことを伝え、

「家庭から」の欄に記入してもらうよう伝える。
・家庭でカード教材を一緒に体験してみるように伝える。

3．まとめ

あなたが、クラスの友達から言われて「いやだな」と感じる
言葉を一つ選んでみましょう。

いやだなと感じた理由を書きましょう。

ほかの人の意見を聞いて、どんなことに気が付きましたか。

・カードを裏返すように指示する。

・5枚のカードを、「いやだな」と感じる順に並べ、グループ
の全員が見えるように提示する。

・グループで理由を説明する。	
・クラスで共有し、理由を発表する。

20分 2．カードで学ぼう②

あなたが、クラスの友達からされて「いやだな」と感じるこ
とを、上から並べてみましょう。

一番いやだと感じるカードを選んだ理由、一番いやではない
と感じるカードを選んだ理由を書きましょう。

◯カード教材

◯カードをしまう封筒等

小
学

校
高

学
年

中
学

校
高

校
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

小
学

校
高

学
年

モデル指導案：写真を公開する前に

・3～5名のグループとなり、カード教材を準備する。　

・5枚のカードを、「問題が無い」と思う順に並べ、グループの全員が見え
るように提示する。

・グループで理由を説明する。その際、写真のどこに注目したかを共有す
る。

・クラスで共有し、理由を発表する。

時間 準備物等学習活動

15分

15分

授業の流れ (50分)

◯カード教材

授業のねらい
・人によって「公開してもよいと思う写真」は違う場合があり、自分は「公開してもよい写真」だと思っていても、ほかの人

は「公開してほしくない」と感じる場合があることに気付く。
・写真の公開におけるネットの特性に気付き、さらに、写真を公開してほしくない場合の対応方法についても考えを深める。

対象：小学校高学年・中学校

1．カードで学ぼう①

・トークの内容を読み上げながら、状況について確認する。

・グループで対応方法を発表し、まとめる。
・クラスで上手な対応方法をまとめる。

・クラスで発表する。

3．こんな時どうする

あなたは、どの写真をネットに公開しますか。
公開しても問題が無いと思う順に上から並べてみましょう。

どんなことに気が付きましたか。

・カードを用意する。

・カードを並べて、グループの全員が見えるように提示する。

・グループで注意点を説明する。	
・クラスで共有し、発表する。
・ネットの特性を読み、一度公開した情報はすぐに拡散され、いろいろな人

が見ることができ、消すことが難しいなど写真の公開におけるネットの特
性を理解する。

15分 2．カードで学ぼう②

あなたが、ネットに公開されたら「いやだな」と感じる写真を選び、順に
並べてみましょう。

ネットで公開するには、それぞれどんなことに気を付ければよいですか。

◯カード教材

あなたは、どのように対応しますか。

「楽しいコミュニケーション」をしていくために、これからどんなことを
考えればよいでしょうか。

5分 ・今日の授業で学んだことを記入する。4．まとめ

中
学

校
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

・3～5名のグループとなり、カード教材と状況シートを準備する。
・5枚のカードを裏面を見ないように机に並べ、グループ名（グループの人

数）、グループトークでの最後のメッセージを読むように指示する。

・1枚ずつカードをめくり、各15秒で「この先、グループの会話がどうなる
か」を予想して、状況シートの上に置く。

・その際、自分だけではなく、グループ内の他者がどのように感じるかも考える。
・判断の根拠になった部分を赤で囲む。
・グループで判断した理由を発表する。

モデル指導案：こんなつもりじゃなかったのに

・トーク内容を読み上げながら、状況について確認する。

・グループで発表し、クラスで共有する。
・今日の授業では、「『こんなつもりじゃなかったのに』とならないために

『リスクを見積る力』を身に付けること」を伝える。

時間 準備物等学習活動

5分

20分

授業の流れ (50分)

授業のねらい
・コミュニケーションにおける危険（リスク）を予想することの重要性に気付き、自分と他者との危険 （リスク）の予想の 
「違い」に気付く。
・ネットの特性を踏まえ、危険（リスク）を回避しながら、自分の考えや気持ちを相手に伝える方法について考える。

対象：中学校・高校

1．導入

・陸上部1年生18人のグループでのトーク内容を読み上げながら、状況につい
て確認する。

　　
・自分だったらどうするかを記入する。
・グループで発表し、このあとグループがどのようになると思うか、状況シー

トに置いて示す。
・自分の書いた言葉が人にはどう思われるのか、隣のグループとカードだけを

交換する。
・交換した隣のグループのカードを班で確認し、状況シートに並べる。
・カードの裏面に理由とアドバイスを書き込み、状況シートに並べたまま元の

班に返す。
・戻ってきたカードと自分の考えとの違いについて確認する。

・グループで発表し、クラスで共有する。

3．カードで学ぼう②

どちらがトラブルになるリスクが高いでしょうか。

このあと、どうなるでしょうか。

20分 2．カードで学ぼう①
◯カード教材
◯状況シート

◯カード教材
◯状況シート
◯実物投影機等

で、トーク内
容を大きく映
し出す。

この時、どうしますか。

「こんなつもりじゃなかったのに」とならないためにメッセージを送る
時、見る時、どんなことに気を付けたらよいでしょうか。

5分 ・今日の授業で学んだことを記入する。4．まとめ

中
学

校
高

校
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

モデル指導案：こんなつもりじゃなかったのに

3

1

2

3

6 7

学
がっこう

校から

学
まな

んだこと

たかしさんのおうちのようすです。

ふきだしに入
は い

ることばを入
い

れましょう。1

2 どこを直
な お

したらよいでしょうか。 あなたの考
かんが

えを書
か

きましょう。

へいじつ、 ゲームやインターネットを何
な ん じ か ん

時間つかっていたら 
「つかいすぎ」 だと思

お も

いますか。
ひとつえらんで、 りゆうをせつめいしてみましょう。

どんなことに気
き

がつきましたか。

1

2

30分
ぷん

1 時
じ か ん

間 2時
じ か ん

間

つかいすぎていないかな つかいすぎていないかな
イラスト
から学ぼう

カードで
学ぼう

7

1 1

2 31

家
か て い

庭から

ねらい
・生活の中での危険に気付く。
・公共の場でのルールやきまりについて考える。

ねらい
・時間に着目して、ゲームやネットの「使いすぎ」について考える。
・友達と比較することで、「自分も使いすぎているかもしれない」という自覚を促す。

生活を見直そう

使いすぎていないかな ①

・◯をつけた箇所について、「この先、どんなことが起きるか」まで考
える。

・歩きながらのスマホやゲームの使用だけでなく、公共の場でのルール
やきまりにも目を向ける。

・「自分はどうだろうか」と、自分の行動に当てはめて振り返る。

・家庭に持ち帰り、保護者に今日の授業で学んだことを伝え、「家庭か
ら」の欄に記入してもらうよう伝える。

・子供、保護者のそれぞれの気持ちを考え
た上で、「自分の使い方はどうかな」と自
らの生活に当てはめて振り返る。

P10のモデル指導
案を参考にしてくださ
い。

・カード教材を使って、グループやクラス
で「使いすぎ」だと思う時間を共有・比較
することで、長い時間使用している子供が
自ら「使いすぎているかもしれない」と気
付くように促す。

・ゲームやネットに多くの時間を使ってしまうと、や
らなければいけないこと（勉強や生活）に影響がで
ることにも気付くようにする。

もうちょっと
でクリアだ！

何時までやるつ
もりかしら

小
学

校
低

学
年
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

12 13

たかしさんが、 家
い え

でひとりでるすばんをしていると、 電
で ん わ

話が鳴
な

りま
した。

花
は な こ

子さんは、 4人
に ん

できょうりょくして、 てきとたたかうゲームであ
そんでいます。

こんな時
と き

、 あなたならどうしますか。

「えりりん」 さんは、 どんな人
ひ と

だと思
お も

いますか。

　さいきん、 「えりりん」 さんというネットの友
とも

だちといっしょにたたかうことが多
おお

くなり、 いつも 「えりりん」 さんにたすけてもらうので、 「えりりん」 さんのこ
とが気

き

になりました。

電
で ん わ

話ばんごうを 
教
おし

えてあげる

1

1

わからない 
とつたえる

2

2

かぞくに
そうだんする
とつたえる

3

3

はい、 もしもし。

たかしさんですか。 
わたしは同

おな

じ小
しょうがっこう

学校の〇〇の父
ちち

です。
じつは、 □□さんにれんらくをしたいのですが、
電
で ん わ

話ばんごうがわからなくてこまっています。
教
おし

えてもらえませんか。

るすばんをしていた時
とき

のできごと ゲームの中
なか

の友
とも

だち
ストーリー
から学ぼう

ストーリー
から学ぼう

ケータイ・スマホトラブル分類表

1

2

8 悪口・いじり

グループトークでのいじりや無
視、短文の意味の取り違いによ
る誤解

7 個人情報の
投稿

SNSへのテキストや写真などの
投稿から、個人を特定できる情
報の流出

5 著作権の
侵害

無許可の映像や音楽のアップ
ロードや、違法と知りながらの
音楽や映像のダウンロード

3 不適切サイト
の閲覧

性的描写や暴力表現など青少年
にふさわしくないサイトの閲覧

1 長時間利用

ゲームや動画、コミュニケーショ
ンにかかわる時間の使いすぎや、
ながらスマホ

4 出会い

SNSで知らない人から会うこと
を求められたり、自分の画像を
送ることを求められる

6 不適切情報
の発信

悪ふざけの写真やデマの書き込
みなどの SNS での発信

2 高額課金

たくさんのお金を使って、ゲー
ムのアイテムなどを購入してし
まう

主に A

主に とA C

主に A A主に B 主に と B

主に C 主に C 主に C

子供と一緒に、起きやすいと思うトラブルにチェックを付けながら話し合ってみま
しょう。

現在のネットに関するトラブルは、大きく以下のように分類することができます。

トラブルに巻き込まれないための対策を考えてみましょう。
大きく３つの対策が重要です。

家庭のルールを考えよう

フィルタリングやアプリの設定

インターネットにおけるコミュニケーションの特性

A

B

C

P18へ

P20へ

P21へ

保護者の
みなさまへ

友
とも

だちのまね

たかしさんが、 花
は な こ

子さんの絵
え

をまねすることは、 よいことなのでしょ
うか。

　クラスメイトの花
は な こ

子さんの絵
え

がうまかったので、 たかしさんもそれをまねしてかいた
ら、 みんなからほめられました。

まねをしてもよい
ちょっと変

か

えれば
まねをしてもよい

まねをしては 
いけない

1 2 3

ストーリー
から学ぼう

たかしさんは図
ず こ う

工の時
じ か ん

間に絵
え

をかいていました。

1716

うまいなぁ

友達のまね・るすばんしていたときのできごと・ゲームソフトのかしかり

・なぜその番号を選んだのかを全体で共有
する(話合いを行う。)。

・顔が見えない場合は、もしかしたら、自
分が想像している人とは違う場合がある
ことに気付くようにする。

・電話番号や名前などを教えず、「分から
ない」、「家族に相談する」などと断る
方法を伝え、必ず家族に報告するよう伝
える。

・なぜその番号を選んだのかを全体で共有する（話合いを行う。）。
・絵をまねした場合、まねされた人（花子さん）がどのような気持ちになる

かについて考える。
・勝手に人の作品をまねしてはいけないことについて、そうした決まり（法

律等）があることに気付くようにする。

ケータイ・スマホトラブル分類表保護者の
みなさまへ

1

2

8 悪口・いじり

グループトークでのいじりや無
視、短文の意味の取り違いによ
る誤解

7 個人情報の
投稿

SNSへのテキストや写真などの
投稿から、個人を特定できる情
報の流出

5 著作権の
侵害

無許可の映像や音楽のアップ
ロードや、違法と知りながらの
音楽や映像のダウンロード

3 不適切サイト
の閲覧

性的描写や暴力表現など青少年
にふさわしくないサイトの閲覧

1 長時間利用

ゲームや動画、コミュニケーショ
ンにかかわる時間の使いすぎや、
ながらスマホ

4 出会い

SNSで知らない人から会うこと
を求められたり、自分の画像を
送ることを求められる

6 不適切情報
の発信

悪ふざけの写真やデマの書き込
みなどの SNS での発信

2 高額課金

たくさんのお金を使って、ゲー
ムのアイテムなどを購入してし
まう

主に A

主に とA C

主に A A主に B 主に と B

主に C 主に C 主に C

子供と一緒に、起きやすいと思うトラブルにチェックを付けながら話し合ってみま
しょう。

現在のネットに関するトラブルは、大きく以下のように分類することができます。

トラブルに巻き込まれないための対策を考えてみましょう。
大きく３つの対策が重要です。

家庭のルールを考えよう

フィルタリングやアプリの設定

インターネットにおけるコミュニケーションの特性

A

B

C

P18へ

P20へ

P21へ

ゲームソフトのかしかりストーリー
から学ぼう

たかしさんは、このあとどうしたらよいでしょうか。

　数日後、 たかしさんはゲームソフトを返
かえ

してほしいと言いましたが、 すぐるさんから
「もう少しかしてほしい」 と言われてしまいました。
　何度お願

ねが

いをしても、返
かえ

してくれる様
よ う す

子はなく、たかしさんはこまってしまいました。

すぐるさんに
「返

かえ

してほしい」
と何

な ん ど

度も言う

先生に
相
そうだん

談する

別
べつ

の友だちに
相
そうだん

談する

もう少し待
ま

つ

家
か ぞ く

族に
相
そうだん

談する

1

3

2

4

ある日、 たかしさんは、 すぐるさんにゲームソフトをかしてあげました。

1 2

4

3

5

16 17

・なぜその番号を選んだのかを全体で共有する（話合いを行う。）。
・貸し借りに関するトラブルの経験について話し合う。
・自分で解決ができない場合があることについて考え、その場合は大人に相

談することが重要であることに気付くようにする。

小
学

校
低

学
年

小
学

校
中

学
年

8 9

学
がっこう

校から

学
まな

んだこと

ゆうたさんのおうちのようすです。

ふきだしに入
は い

ることばを入
い

れましょう。1

2 どこを直
な お

したらよいでしょうか。 あなたの考
かんが

えを書
か

きましょう。

一
い ち ば ん

番つかいすぎだと思
お も

うカードをひとつえらんでみましょう。1

かぞくとあそびに
行
い

く時
とき

にいつも 
スマホやゲームきを
もっていく

おこづかいは、 
ほとんどゲームに
つかっている

いつもネットや
ゲームのはなし
ばかりする

どんなことに気
き

がつきましたか。2

つかいすぎていないかな つかいすぎていないかな
イラスト
から学ぼう

カードで
学ぼう

9

2 2

2 31

家
か て い

庭から

ねらい
・主人公の行動に着目して、ゲームやネットの「使いすぎ」について考える。
・友達と比較することで、「自分も使いすぎているかもしれない」という自覚を促す。

使いすぎていないかな ②

・子供、保護者のそれぞれの気持ちを考えた
上で、「自分の使い方はどうかな」と自ら
の生活に当てはめて振り返る。 

・カード教材を使って、グループやクラスで
「使いすぎ」だと思う行動を共有・比較す
ることで、子供が自ら「自分は使いすぎて
いるかもしれない」と気付くように促す。

・ゲームやネットに多くの時間を使ってしま
うと、やらなければいけないこと（勉強や
生活）に影響がでることにも気付くように
する。

食事中は
やめなさい。 いますぐ返信し

ないと！
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

6 7

 

2

2

1 1

2

1

7

2 2
A B

1 2 3 4 5

 

ねらい
・主人公の行動に着目して、ゲームやネットの「使いすぎ」や「適切な行動」について考える。
・使いすぎないための家庭のルールを考える。

使いすぎていないかな ③

・友達から「もうちょっと遊ぼう」と呼び
止められた場面を扱いながら、「自分の使
い方はどうかな」と自らの生活を振り返
る。

・適切な行動について考える。

・カード教材を使って、グループやクラス
で「使いすぎ」だと思う行動を共有・比較
することで、自らの行動に当てはめて、子
供が自ら「使いすぎているかもしれない」
と気付くように促す。

・発達段階によっては並べるのではなく、2
枚のみ選んで話合いを行う。

・使いすぎないための家庭でのルールづくりや、「守
れないときにはどうしたらよいか」を考えた上で、家
庭で保護者と一緒に試し、感想を書いてもらう。

家に帰る時間
が決まってい
ることを友達
に説明する。

P11のモデル
指導案を参考に
してください。

8 9

1

3

2

4

1

1

2

9

1 2 3 4 5

ねらい
・同じ言葉でも、人によって感じ方が違う言葉があることに気付く。
・文字だけで伝えると、感情が伝わりにくいので、誤解されやすいことに気付く。

自分と相手とのちがい ①

・ふきだしでは、たかしさんの怒った顔（3
コマ目）、花子さんの不思議そうな顔（4
コマ目）に注目しながら、理由を考える。

・自分の「いやな言葉」が相手の「いやな
言葉」と同じではないことに気付くように
促し、グループやクラスで「あまりうれし
くない言葉」を共有する。

・「おもしろいね」の文字だけで伝えた場合と、顔を
見ながら伝えた場合の伝わり方の違いについて、実演
することで、私たちはいろいろな情報を基に相手の気
持ちを感じとっていることに気付くようにする。

掃除をするのは 
当たり前だろ

ほめたつもり 
なのに

小
学

校
中

学
年
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

10 11

おもしろいねおもしろいね おもしろいねおもしろいねおもしろいね

1

 1

A B

A

A

B

B

11

1 2 3 4 5

 

2

A B

ちょっときいて

おもしろいね

おかあさんが、テレビ
のリモコンとスマホを
間違えて会社に持って
行ったんだって。

ねらい
・相手の顔が見えないと、同じスタンプ（イラスト・絵文字）でも、人によって感じ方が違うことに気付く。

これって悪口

・「おもしろいね」の文字だけで伝えた場
合、感情が伝わりにくいことに気付くよう
にする。

・カードをA、Bに置いて共有する。
・それぞれのカードをA又はBに置いた理由

を話し合う。
・同じスタンプ（イラスト・絵文字）で

も、人によって感じ方が違うことに気付
き、もし、自分が「すごくおもしろかった
気持ち」を伝えようとして送ったスタンプ
が、相手に「いじわるな気持ち」として伝
わってしまった場合、どのようなことが起
きるかを考える。

・P10での話合いを振り返った上で、もし、相手にス
タンプを送るときや相手からスタンプが送られてき
たとき、どのようなことに気を付ければよいかを考
える。

ゲームの中の友達・写真を送ってと言われたら

・顔が見えない場合は、自分が想像している人とは違う場合があることに
気付くようにする。

・相手が自分が想像している人とは違う場合、どんな危険性があるかにつ
いて考える。

・ストーリーのように「写真を送って」と言われた時、心の中でどのよう
な迷いが生じるか考える(「嫌われたくない」という気持ちから送ってし
まう人がいることに留意する。)。

・自分の写真を送ってしまった場合、どんな危険性があるかについて考え
る。

小
学

校
高

学
年

16

1 2 3

17

1 2 3

小
学

校
中

学
年
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

SNSからわかることは

夜おそくまでのグループトーク

マンガをSNSにアップすると

小
学

校
高

学
年

20

2

1

21

2

1

・たった1枚の写真やメッセージでも、コンビニの場所（隣にある家の場
所）、塾の帰りの時間などの情報を多くの人が知ることができることに
気付くようにする。一度公開した情報はすぐに拡散され、いろいろな人
が見ることができ、消すことが難しいなど写真の公開におけるネットの
特性について考えるようにする。

・マンガの一部をネット上に勝手にアップロードすることは、著作権の侵
害に当たり、いわゆる違法アップロードとなる。違法アップロードは、
「10年以下の懲役もしくは1000万円以下の罰金、またはその両方」の
罰則が科せられる可能性があることを説明する（音楽や映画なども同
様）。さらに、こうした違法にアップロードされたマンガや音楽、映画
などをダウンロードすることも著作権の侵害に当たることについて考え
るようにする。

ケータイ・スマホトラブル分類表保護者の
みなさまへ

1

2

8 悪口・いじり

グループトークでのいじりや無
視、短文の意味の取り違いによ
る誤解

7 個人情報の
投稿

SNSへのテキストや写真などの
投稿から、個人を特定できる情
報の流出

5 著作権の
侵害

無許可の映像や音楽のアップ
ロードや、違法と知りながらの
音楽や映像のダウンロード

3 不適切サイト
の閲覧

性的描写や暴力表現など青少年
にふさわしくないサイトの閲覧

1 長時間利用

ゲームや動画、コミュニケーショ
ンにかかわる時間の使いすぎや、
ながらスマホ

4 出会い

SNSで知らない人から会うこと
を求められたり、自分の画像を
送ることを求められる

6 不適切情報
の発信

悪ふざけの写真やデマの書き込
みなどの SNS での発信

2 高額課金

たくさんのお金を使って、ゲー
ムのアイテムなどを購入してし
まう

主に A

主に とA C

主に A A主に B 主に と B

主に C 主に C 主に C

子供と一緒に、起きやすいと思うトラブルにチェックを付けながら話し合ってみま
しょう。

現在のネットに関するトラブルは、大きく以下のように分類することができます。

トラブルに巻き込まれないための対策を考えてみましょう。
大きく３つの対策が重要です。

家庭のルールを考えよう

フィルタリングやアプリの設定

インターネットにおけるコミュニケーションの特性

A

B

C

P18へ

P20へ

P21へ

夜おそくまでのグループトークストーリー
から学ぼう 6

こんな時、あなたは、どのように
返信しますか。

クラスメイトの意見を聞いて、「上手だな」と思う返信や対応を書いてみましょう。

「楽しいコミュニケーション」をしていくために、これから気をつけることはど
んなことでしょうか。

　これは、クラスの友達4 人のグルーブ

トークです。

　あなたは、そろそろねようと思ってい

るので、グループトークを終わりにした

いと考えていますが、なかなか終わりそ

うにありません。

1

2

3

明日、算数の宿題の提出日だよ
20:55

宿題終わった？

終わったよ！おやすみ

20:56

20:56
既読 1

今回の宿題むずかしくない？
20:56

20:55

20:55

おやすみ

送信

勉強疲れた…もう9時だね。
おやすみ20:56

既読 3

あなた

あなた

はなこ

ゆうた

たかし

たかし

たかし

むずかしいよね。がんばって！
20:57
既読 1

最近、宿題多くない？
20:57

あなた

たかし

16 17

・意見を全体で共有する（話合いを行う。）。

・クラス全員の意見を共有した上で、相手のことを考えながら上手に自分
の意見を言うためにはどうすればよいかを考える。

・文字だけでなく、スタンプなどの上手な活用の仕方についても考える。

・意見を全体で共有する（話合いを行う。）。
・自分が情報を送るときだけでなく、受けるときについても、どのような

ことに気をつければよいかを考える。

中
学

校
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

26

1

1

2

2 2
A B

3

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

2727

4

3

1

3

4

5

2

1

5

2

ねらい
・同じ言葉でも、人によって感じ方が違う言葉があることに気付く。
・文字だけで伝えると、感情が伝わらないので、誤解されやすいことに気付く。

自分と相手とのちがい ②

・自分の「いやな言葉」が相手の「いやな
言葉」と同じではないことに気付くように
するため、グループやクラスで「いやな言
葉」を共有する。

・自分が「いやではない」と思っていたこ
とが、相手にとっては「いやなこと」であ
るなど、理由とともに違いを認識するよう
にする。

・「まじめだね」の文字だけで伝えた場合
と、顔を見ながら伝えた場合の伝わり方の
違いについて、実演し、考える。

・私たちはいろいろな情報を基に相手の気持ち
を感じとっていることに気付くようにする。

・家庭に持ち帰り、保護者に今日の授業で学んだこと
を伝え、「家庭から」の欄に記入してもらうよう伝え
る。

P12のモデル
指導案を参考にし
てください。

10 11

家庭から 学校から

学んだこと

あなたが、 ネットに公開されたら 「いやだな」 と感じる写真を
一つ選んでみましょう。

あなたなら、 どの写真をネットに公開したいと思いますか。
公開しても問題がないと思う順に上から並

なら

べてみましょう。

どんなことに気が付きましたか。

ネットで公開するには、 それぞれどんなことに気を付ければ良いでしょうか。

1

1

2

2

自分のねがお 自分の変顔 自分の部屋 たまたま
写り込んだ自分

自分の食事中

写真を公開する前にカードで
学ぼう 1

写真を公開する前にカードで
学ぼう 2

ネットの特
とくせい

性

　「不
ふてきせつ

適切な写真をアップしない」こと

は、全員が理
り か い

解しているはずなのに、ど

うして 「炎
えんじょう

上」が起きるのでしょうか。　

　考えられるのは、「知っている人し

か見ないだろう」という公開範囲の

認
にんしき

識の甘
あま

さです。また、「不
ふ て き せ つ

適切な写

真」の認
にんしき

識のずれも考えられます。自

分は 「不
ふてきせつ

適切じゃない写真」だと思っ

ても、友達や社会の人が見たら 「不
ふてきせつ

適切

な写真」になることもあります。

　特に、自
じ た く

宅で撮
と

った写真などをアップ

する時は、自
じ た く

宅の住所などの情
じょうほう

報も一
いっしょ

緒

にアップされる場合があるので注意が必

要です。

　また、一度公開した情報を消すことは

難しいことを知っておきましょう。

11

1 2 3 4 5

4

2

3

1

5

ねらい
・人によって「公開してもよいと思う写真」は違う場合があり、自分は「公開してもよい写真」

だと思っていても、ほかの人は「公開してほしくない」と感じる場合があることに気付く。
・一度公開した情報はすぐに拡散され、いろいろな人が見ることができ、消すことが難しいな

ど、写真の公開におけるネットの特性に気付く。

写真を公開する前に

・自分が「公開してもよいと思う写真」で
も、公開することによって誰かを傷つけた
り、トラブルに巻き込んだりしてしまう可
能性について考える。

・それぞれの写真のどこに問題があると考
えたかを共有し、発表する。

・「ネットの特性」を読み、一度公開した
情報はすぐに拡散され、いろいろな人が見
ることができ、消すことが難しいことにつ
いて理解を促す。その上で、自分が発信す
る際に気を付けることを考える。 ・公開する前に、「どんな人が見るだろうか」を意識

するように指導する。

P13のモデ
ル指導案も参考
にしてくださ
い。

小
学

校
高

学
年

中
学

校
高

校
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

SNSで売ったり買ったり・新しいアプリについて考えてみよう

・たった1枚の写真やメッセージでも、コン
ビニの場所（隣にある家の場所）、塾の帰
りの時間などの情報を多くの人が知ること
ができることに気付くようにする。一度公
開した情報はすぐに拡散され、いろいろな
人が見ることができ、消すことが難しいな
ど写真の公開におけるネットの特性につい
て考えるようにする。

・マンガの一部をネット上に勝手にアップロードすることは、著作権の侵害に当たり、いわゆる違法アッ
プロードとなる。違法アップロードは、「10年以下の懲役もしくは1000万円以下の罰金、またはその両
方」の罰則が科せられる可能性があることを説明する（音楽や映画なども同様）。さらに、こうした違法
にアップロードされたマンガや音楽、映画などをダウンロードすることも著作権の侵害に当たることにつ
いて考えるようにする。

10 11

指示するまで、カードの裏面を見てはいけません。

予想の根拠に○を付けましょう。
○は何か所付けても構いません。

1

3

?

考える時間は、15秒。
どの順番で見ても構いません。

2

班で意見を共有しましょう。4

自分だったらどうするかを記入する。1

「こんなつもりじゃなかったのに」�とならないために、メッセージを送る時、見る時、どんなこ
とに気を付けたらよいでしょうか。

6

5

4

2

3

状況シートにカードを置く。

予想した結果を交換する。

裏面の天気に○を付けて、
その理由を記入する。

他の班とカードだけを交換する。

班で、発表する。

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

こうかん

理由

こんなつもりじゃなかったのに

こんなつもりじゃなかったのにカードで
学ぼう 1

学んだこと

こんなつもりじゃなかったのに2カードで
学ぼう

陸上部 1 年生グループ (18)

明日の朝練、何時だっけ？
21:55

日曜日って、何時までかな？

17時くらいじゃない？

21:56

21:56
既読 1

21:56
既読 1

最近、練習きつくない？
21:56

21:55

21:55

おやすみ！

21:55
7時だよ

送信

あなた

あなた

あかね

はなこ

ゆうた

たかし

たかし

たかし

?

「こんなつもりじゃなかったのに」 とならないために、
「リスクを見積る力」 を身に付けよう。

1 年 3 組 (34)

既読 33
16:55

既読 33
16:55

今日、たかしくんが
教室の掃除してたね

たかしくんって
まじめだよね

はなこ

はなこ

たかし

既読
16:55

既読
16:55

今日、たかしくんが
教室の掃除してたね

たかしくんって
まじめだよね

はなこ

はなこ

たかしさんとの個人メッセージ クラスでのグループメッセージ

このあと、
どうなるでしょうか。

この時、どうしますか。

? どちらがトラブルになる�
リスクが高いでしょうか。

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

ねらい
・コミュニケーションにおける危険（リスク）を予想することの重要性に気付き、自分と他

者との危険 （リスク）の予想の「違い」に気付く。
・ネットの特性を踏まえ、危険（リスク）を回避しながら、自分の考えや気持ちを上手に相

手に伝える方法について考える。

こんなつもりじゃなかったのに

・同じトーク内容でも、1対1の場合と、1対34（
クラスでのやり取り）の場合では、人数が多い
ほど、多様な捉え方をする人が増えるので、自
分の意図とは違う捉え方をされる可能性が高ま
ることに気付くようにする(グループメッセージ
では「まじめ」という言葉が異なる意味で伝わ
るリスクが高くなっている。)。

・カードの裏面を見ないように机に並べ、
グループ名（グループの人数）、グループ
トークでの最後のメッセージを読む。そ
の上で、1枚ずつカードをめくり、15秒で
「この先、グループの会話がどうなるか」
を予想する。

・また、判断の根拠を共有することで、危
険（リスク）を予想する際の判断の視点に
気付くようにする。

・自分の対応方法が、ほかの人から見たらどう判断さ
れるかを知ることで、「自分は大丈夫だろう」から
「もしかしたら自分もトラブルを起こすかもしれな
い」という自覚を促す。

P14のモデル
指導案、P22
の「教材利用方
法」も参考にして
ください。

中
学

校
高

校

28

2

1

29

2

1
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

楽しい。うれしい。
おもしろい。ほっとする。

特になにも起きない。
このままと変わらない。

いらっとする。気まずくなる。
悲しくなる。

けんかする。怒り出す。
泣く。炎上する。

「こんなつもりじゃなかったのに」状況シート

カードで学ぼう①　カード教材・状況シートの使い方

こんなつもりじゃなかったのに　教材利用方法

・グループ名(グルー
プの人数)

・グループトークで
の最後のメッセージ

・予想の根拠
に○を付け
る。

・表面のまま
机に並べる。

・裏面にしたら、15秒でこの先どうなるかを判断し、
状況シート上に置く。

リスクは
まったく

ない

リスクは
ほとんど

ない

少し
リスクが

ある

大きな
リスクが

ある

表面

裏面

カードで学ぼう②　カード教材・状況シートの使い方

①やり取りを確認し、「最近練習きつくない？」の回答に
対して、あなたはどのように返信するか。これをカードの
「自分だったらどうする？」欄に記入する。

②どのように返信するかを班で説明する。その時、自分はこ
の返信により、このあとどのようになると思ったかを状況
シートに置くことにより示す。

※ここで状況シートに置くことにより、自分が「このあとど
うなると思っているか」を把握する。

④もらったカードの「自分だったらどうする？」欄を読み、
このあとどのようになると思うかを班で話し合い、状況シ
ートに置く。

⑤カード返却後に確認ができるように、状況シートのどこに
置いたかに丸を付け、理由と助言を記入する。

⑥記入が終わったら、状況シートにカードを置いた状態のま
ま、元の班と交換し、内容の確認、共有を行う。10 11

指示するまで、カードの裏面を見てはいけません。

予想の根拠に○を付けましょう。
○は何か所付けても構いません。

1

3

?

考える時間は、15秒。
どの順番で見ても構いません。

2

班で意見を共有しましょう。4

自分だったらどうするかを記入する。1

「こんなつもりじゃなかったのに」�とならないために、メッセージを送る時、見る時、どんなこ
とに気を付けたらよいでしょうか。

6

5

4

2

3

状況シートにカードを置く。

予想した結果を交換する。

裏面の天気に○を付けて、
その理由を記入する。

他の班とカードだけを交換する。

班で、発表する。

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

こうかん

理由

こんなつもりじゃなかったのに

こんなつもりじゃなかったのにカードで
学ぼう 1

学んだこと

こんなつもりじゃなかったのに2カードで
学ぼう

陸上部 1 年生グループ (18)

明日の朝練、何時だっけ？
21:55

日曜日って、何時までかな？

17時くらいじゃない？

21:56

21:56
既読 1

21:56
既読 1

最近、練習きつくない？
21:56

21:55

21:55

おやすみ！

21:55
7時だよ

送信

あなた

あなた

あかね

はなこ

ゆうた

たかし

たかし

たかし

?

「こんなつもりじゃなかったのに」 とならないために、
「リスクを見積る力」 を身に付けよう。

1 年 3 組 (34)

既読 33
16:55

既読 33
16:55

今日、たかしくんが
教室の掃除してたね

たかしくんって
まじめだよね

はなこ

はなこ

たかし

既読
16:55

既読
16:55

今日、たかしくんが
教室の掃除してたね

たかしくんって
まじめだよね

はなこ

はなこ

たかしさんとの個人メッセージ クラスでのグループメッセージ

このあと、
どうなるでしょうか。

この時、どうしますか。

? どちらがトラブルになる�
リスクが高いでしょうか。

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

送信

自分だったらどうする？

中
学

校
高

校
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

ねらい
・災害発生時に備え、自分にできることは何かを考える。
・情報を比較・検討し、要点を伝えることについて事例を基に考える。

災害時SNSの活用

・災害時には通信が集中し、これまで使用
していたサービスが使えなくなる可能性が
あるため、日頃から災害用伝言板などの
使用について確認しておく必要があるこ
とや、災害時にネットワーク名（SSID）
「00000JAPAN」を選択すれば、各社の
公衆無線LAN を無料で使えるようになる
ことなどを調べる。

・災害時には、ウソやデマに惑わされない
ように、情報の発信者を確認する必要があ
ることに気付くようにする。また、政府や
自治体などは普段から災害情報などを発信
しているため、こうしたアカウントを活用
することについて考える。

・防災ブック等を参考にする。

・多くの情報を収集・整理し、短時間で伝達するため
に、どのような視点が必要かを考え、話合いにより
共有する。

高
校

ねらい
・「体験した嫌なこと」と「されたら嫌だと感じること」には違いがあることに気付く。
・グラフから必要な情報を読み解き、ネット上のトラブルを防ぐための取組を考える。

ネットで体験した嫌なこと

・LINE上で「体験した嫌なこと」は、未読
スルー、スタンプ連打などが多いのに対し
て、「されたら嫌だと感じること」は、噂
の流布、知られたくない情報の公開、写真
の公開などが多いという違いに気付くよう
にする。

・「体験した嫌なこと」と「されたら嫌だ
と感じること」には、項目によって割合の
違いがあることに着目し、考えられること
を分析する。

・ネット上のトラブルを防ぐために、どのようにすれ
ば嫌なことを減らすことができるか、グループやク
ラスで討議し、より妥当な方法を導き出す。

32

1
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小
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校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

36
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37

4

5

1

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

37

ねらい
・自分たちが学んだことを小中学生に伝えることで、自分自身の理解を深める。
・カード教材を作る活動を通して、トラブルを減らすための方法について考える。

カード教材を作ってみよう

・自分たちの経験を振り返り、それらを踏
まえながら、小中学生の立場に立って「よ
くあるトラブル」について考える。

・発達段階を考え、内容や表現にも十分注
意するようにする。

・カード教材を作成する際は、意見が偏ら
ないように選択肢を工夫し、ほかのグルー
プにテストをしてもらうなどして、完成度
を高める。

・実際に小中学生を対象に授業やスマホミーティング
を行う際には、事前に小中学校の先生と打合せを十
分に行う。

高
校
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小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

高
校

39

1

40

1

2

3

4

5

2

3

・トラブルについて、①家庭でのルールづくり、②フィルタリングやアプリの設定、③ネットの特性の3つ
の視点から、どのように対応すればよいか、各ページを参照しながら考えてもらう。

　家庭のルールについては、子供と保護者が話し合うだけでなく、保護者同士で家庭のルールを共有しておくことも重要なポ
イントです。例えば、保護者会等では、次のように活用することができます。

保護者のみなさまへ

・スマートフォンや、ゲーム機などを使用
すると、知らない人とのコミュニケーショ
ンも容易にできることを踏まえ、家庭での
ルールづくりが重要であることを伝える。

・ルールを考えるために選択肢から一つ選
んで、近くの保護者同士で共有する。

・ルールの例外について、近くの保護者同
士で共有する。

・家庭のルールを書き、子供との話合いやルールを守る工
夫などの情報交換を行い、見直しの参考にする。

・今日の話合いを踏まえ、家庭で子供と一緒にルール
を考えてもらうことを依頼する。

・家庭のルールを定めた後、ルールを意識し守る上で
の要点を伝える。

38

1

2

A

B

C

P39

P41

P42

875

31 4

6

2

A

A C

A AB B

C C C

・それぞれのトラブルの事例について簡単に紹介する。
・学校（クラス）の実情を踏まえて、紹介することが望ましい。

・子供に起きやすいトラブルについて（子供と一緒に）グループ等で検
討する。

・保護者がどのような不安を抱えているかについて、保護者同士で共有
する。
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